
施工方法について以下に標準的な施工手順を示しますが、詳細な施工手順については、各メー

カーのカタログまたは施工要領に従ってください。
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・他の構造体との干渉や配管弛みが懸念される場合は、施工状態に応じて適宜追加支持をしてく

　ださい。

1,000以下 300以下

1,000以下 300以下

（呼び径20以下）
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（4）天井吊り配管施工

　集合住宅、非住宅、空調用配管の施工において、天井吊り配管を行う際の横走り管の吊り支持

間隔は下記のとおりです。

呼び径
分類

吊り配管

10 13 16 20 25 30 40 50 65 75 100

0.6m以下 0.7m以下 1.0m以下 1.3m以下 1.6m以下

（5）

注）高温通水時では、支持部の間で管がたわむ場合があります。
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　水圧検査の実施が困難な場合には、気圧検査で代用することが可能です。
　3-6 に検査方法の参考例を示します。

　製品例やご使用方法等はメーカーへ問い合わせてください。
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3-6　気圧検査
（1）概要
　工事中に充分な給排水が不可能な場合や凍結の恐れのある場合、または水の使用が不適の場合に
は、気圧検査を実施し、漏水のないことを確認します。
　検査方法の手順例を以下に示します。
　検査方法の詳細は、各メーカーの推奨検査方法をご確認ください。

（2）手順例

（3）注意事項
　気圧検査で異常がみられなくても、その後に釘打ちなどにより漏水が発生することもありますので、ご
注意ください。
　使用可能な水石鹸については、メーカーにお問い合わせください。

昇　　　圧 配管内を圧縮空気又は窒素で 0.3 ～ 
0.5 MPa になるまで昇圧してください。

☆ゆっくり加圧してください。
工程 作業 注意事項

圧力の確認 1時間後に圧力が著しく低下していない
ことを確認してください。

☆異常箇所が破裂する可能性があるため、
　安全を確保してください。

接合部の確認 接合部に水石鹸を塗布し、泡の発生など
異常の有無を確認してください。

☆市販の洗剤・ガスモレ検知液などは使用
　しないでください。

43




